
令和 5年度 第 7回青森市子ども会議 

 

１ 日  時  令和 5年 8月 19日（土）9時 30分～13時 30分 

２ 場  所  青森市中央市民センター2階 料理室 

３ 出 席 者  子ども会議委員 7名、事務局 2名 

４ 活動内容  グループ活動 

５ 開催概要 

  グループ活動 

  ＜オシ隊＞ 

食に関する活動として、棒パンの生地づくり、アップルパイ

に合うりんごの品種比べ、ラーメンのトッピング食べ比べ、海

道そばづくりの 4つを主軸に進めました。 

まず、最初につくるアップルパイの形状やラーメンのトッピング方法などについて決め、棒パンの

生地づくりに取りかかりました。生地を発酵している最中にアップルパイに使うりんごの皮むきを

しましたが、時間がなくなったのであわててラーメンをつくりました。 

レシピ通りに材料を入れるのを忘れたり、トッピングやつくっていないものがあったり、試食でき

ないものがあったり、時間が足りない中で取り組むことの難しさを感じました。 

計画時点では「できる」「食べられる」と思っても、実際にはできなかったり、時間配分がうまく

いかず反省する点が多かったので、今後の活動では計画性と実行性を考えて活動していきたいと思

います。 

もし、今後の活動で余裕があれば再度チャレンジしたいです。 
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＜Improve A.B.C.＞ 

   まず、前回の青森市清掃工場の見学を振り返りました。見学した感想やごみを減らすため・リサイ

クル率を上げるために自分たちでできることについて考え、発表しあいました。 

感想 自分たちでできること 

・ごみクレーンが約 6ｔととても大きくて、免許

が必要だとわかった。 

・足踏みをして発電するのが大変で、あまり発

電出来なかった。 

・たくさんあるごみが、ほとんどこの工場で処

理され、その技術に驚いた。 

・電池が爆発するということにびっくりした。 

・処理していくうちにごみが分かれていくとい

う技術が不思議だった。 

・シャンプーなどを詰替えにする。 

・リサイクルショップやメルカリに出品する。 

・ご飯を残さず食べる。 

・めんどくさがらずに分別する。 

・必要なものしか買わない。 

・リサイクルできるものを覚える。（ごみの分別

の仕方など） 

 

   次に、まちづくりについて考えました。合浦公園でごみ拾

い活動をしたときを振り返り、タバコの吸い殻が多かった

ので、合浦公園の近辺に喫煙所を設ければよいのではない

かという意見や、新しいテーマパークを作るのであれば札

幌の“白い恋人テーマパーク”のような名産品のテーマパー

クを作るのがよいのではないかという意見が出ました。新

しいテーマパークとして、青森はりんごが有名なので“アッ

プルテーマパーク”を、観光客も交通手段に困らないように新青森駅近くに建設すると人も多く集ま

ってくるのではないか、と考えました。そのほか、浪岡に住む委員からは、浪岡にはゲームセンター

がないという意見も出ました。子どもも楽しく暮らせる魅力あふれる青森市を考えるのはとても難

しいです。少しずつみんなで意見を出し合いたいと思います。 

   お昼になったので、中央市民センターの近くにある『原食堂』に行きました。徒歩 3分の距離にあ

り、次から次へとお客さんが入ってくる、昔ながらの人気の食堂でした。 

   最後に、本の紹介の活動の続きを行いました。画像と文章で紹介する委員は、Instagramへの投稿

案を考え、無事に完成できたので、次回紹介したい本を持参して、画像の準備ができ次第、投稿した

いと思います。 


